
しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト 令和５年度実証実験計画

静岡県交通基盤部



新たな
モビリティサービス

ＭａaＳ
の検討・導入

目
的

自動運転等の最新技術を活用した移動サービスの導入による地域交通の課題解決の検証
（運転手不足、過疎地域等高齢者への移動支援、公共交通ICT化等への対応）

EV等、次世代自動車及び自動運転車両の研究による県内企業の技術開発を促進

１ 目的

２ 事業概要
１点群座標データの活用

・県管理道路1,000㎞以上の3次元点群座標データ
のオープンデータ化⇒全国初
・ダイナミックマップ基盤(株)と静岡県との協定締結
(2017.11)
・県有データから高精度３Ｄマップ化に成功

3次元点群データ
２実験車両(高精度3Dマップ走行）

1-1.事業概要

３ 2023年度実証実験地区(公道３箇所）

2018年度使用車両

交通事業者

地域（市町・住民）

県と参画企業・大学

×

×

実証実験
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1-2.事業スケジュール 2

全体スケジュール

計画期間：2019年度-2024年度
目標：自動運転サービスの実現

Ｒ５（短期）スケジュール

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

企業・現地調整

松崎

●未来創造まちづくり構想会議（7月）

未来創造まちづくり構想会議（3月）●

沼津

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

自動運転移動
サービスの実現他地域への横展開

他分野(医療・福祉・観光等)産業との連携

2019年度

公道における自動運転・未来技術の実証実験⇒実験及びオペレーションの高度化とマネタイズの検証
沼津・下田・松崎：地域性の異なる環境下での実証実験から実装走行へ

掛川



ShowCASEプロジェクト推進委員会
県関係局長
県警交通部参事官
ダイナミックマップ基盤(株)

未来創造まちづくり構想会議 (H30.10月設置)
委員長 森川高行（名古屋大学教授）
学識委員、国、県 など

提携企業・大学一覧意見・評価

東部・伊豆：伊豆地域公共交通活性化協議会
掛川：掛川市

実証実験の地元調整や道路運送法による手続きなど

1-3.2023年度実施体制 3

ShowCASEプロジェクト
推進委員会 幹事会

県関係課長
県警交通部交通企画課長補佐

交通規制課長補佐
ダイナミックマップ基盤(株)

事務局 静岡県

10社・2大学

伊豆バス



41-4.車両の装備と機能

19km/h以下で
公道走行可能

通信装置＆
自動運転
システム

レーザーレーダー カメラ
車内外とのコミュニケーション装置

（マイク・スピーカー）

リチウムイオン電池
1回の充電で80km

走行可能

車両定員8名
お客さまは6名

乗車可能



51-5.コントロールセンターの機能

右側ディスプレイ
（1）2台の車両に設置したカメラの

リアルタイム映像
（2）車両の位置情報を地図に表示
（3）車両の電波・通信状況

中央ディスプレイ
（1）各車両のカメラの映像を大画面で表示
（2）カメラは車両に10台設置されており、

死角をなくすよう配置、車内も撮影している
（3）自動運転システムの動作状況を確認
（4）映像の遅延（タイムラグ）を0.2秒以内

に短縮して表示

操作パネル
・タッチスクリーンで各種の監視を行う
・緊急停止ボタンを装備
・車内、車外に設置したマイク・スピーカを使い車内外との通話が可能

左側ディスプレイ
・中央ディスプレイと同じ映像を表示



61-6.実験地区

掛川市

松崎町

沼津市

（実験施設）
袋井市

遠隔監視拠点

遠隔監視拠点

実証テーマ：遠隔監視技術を活用した自動運転の検証



2-1.令和５年度実証実験（計画） 7

・令和５年度は令和４年度と実験地区は変更せず、実験内容を深化させて実施する予定

実験地区 松崎町 沼津市 掛川市

ルート 各集落周遊
(各地区集会場―役場) 沼津駅―沼津港 旧大東町地区周遊

(市役所支所―店舗)

実験内容
・レベル４を想定した
走行

・複数ルートの設定
・信号連携

・レベル４を想定した
走行

・複数台同時監視
・信号連携

・レベル４を想定した
走行

・信号連携

遠隔
コントロール

センター
沼津仲見世商店街 沼津仲見世商店街 掛川市役所

実施時期 10月17日～19日
24日～26日 11月17日～23日 12月11日～17日



【特徴】
松崎町は過疎化が進んでおり、交通空白地域が存在し、

移動困難の高齢者が多く存在する。そのため、高齢者等
の交通弱者に対する移動手段の確保検証をするとともに、
過疎地域における新たなライフスタイルの形成をするために、
自動走行車両の導入が可能かを検証する。

過疎エリア（各集落周遊）

2-2.実施地区① （松崎町） 8

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 沼津仲見世商店街からの遠隔監視
● ルートを２つ設定し、交互に周遊
● 狭隘区間を含む運行
● 信号連携

ルートA

出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

過疎

【想定する実装モデル】
● 買い物や通院等のための移動手段確保を目的とした地域

循環型バス
● 地元交通事業者やＮＰＯを主体とした実装を想定

約4.4km

スーパー



2-2.実施地区① （松崎町） 9

ルートB

出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約3.8km

スーパー
病院



2-3.実施地区② （沼津市） 10

【特徴】
沼津港は、県東部地域の代表的な観光地として年間160万人

以上の集客力があり、その交通手段は、関東圏からの自家用車
利用が7割以上である。港が賑わう一方で、駅周辺市街地への波
及や、2区間を接続する既存バス路線の混在等の問題があるため、
自動運転車両を活用した移動の利便性の向上を検証する。

市街地エリア（沼津駅-沼津港） 市街地

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 沼津仲見世商店街からの遠隔監視
● 信号連携

沼津港

JR沼津駅

出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約2.2km
【想定する実装モデル】
● 駅と観光地を結び観光客輸送を目的とした観光バス
● 地元路線バス事業者を主体とした実装を想定



2-4.実施地区③ （掛川市） 11

郊外エリア（旧大東町地区） 郊外

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 掛川市役所からの遠隔監視
● 「見守るバス停」の設置による乗車管理
● 信号連携

スーパー

支所
出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約3.0km

【特徴】
掛川市の大東地区は、高齢者等の交通弱者に対する移動手

段の確保が困難な状況。そのため、高齢者等の生活に要する買
い物や地域内外の人々との交流増加など、新たなライフスタイル
の形成をするために、自動走行車両の導入が可能かを検証する。

【想定する実装モデル】
● 買い物のための移動手段確保を目的とした地域循環型

バス
● 地元ＮＰＯを主体とした実装を想定



3-1.レベル４による公道実験に向けた課題 12

・国土交通省と打ち合わせを行ったところ、混在空間でのレベル4については手続き
や要件が未定のため、実現には時間を要することが見込まれた。

⇒ 実装に向けた課題が不明瞭のため、全体スケジュールの見直しについて検討を行う。
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しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト 令和５年度実証実験計画自動運転サービスの社会実装に向けて



2019年度 2020年度 2022年度

2018年 10/6～11/4 2020年 ３/18～EVバス運行開始

沼津市では本路線を路線バスと歩行者・自転車のみが通
行するトランジットモール化を目指している。
駅と港とを直行する全ての路線バスは自動運転化・高頻

度運行・等間隔運行を確保し、多くの人が往来できる環境
を整え、ネットワークを強化。
自動運転車両だけではなく、グリーンスローモビリティ

や電動キックボード、シェアサイクルなど複数の移動手段
を提供し、中心市街地と沼津港が賑わいの相乗効果を生み
出し、いつでも活気のあるまちとなるよう商店街との連携
も図っていく。

EVバス
実証実験

EVバス
サービス実装

歩行空間を拡幅した沼津駅沼津港線のイメージ図

自動運転の実証実験（車両の種別検討 インフラ連動 遠隔監視 複数台走行）

沼津市が目指す姿

令和５年度
沼津市が当該路線での自動
運転サービスの実装に向け
て社会実験の実施を検討し
ていく。
（運行：バス運行事業者）

Ｅ
Ｖ

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
装
を
目
指
す

沼津駅

沼津港

4-1. 自動運転サービスのイメージ（沼津市） 14



タクシー：自宅と病院・買物施設
とを直接繋ぐ
デマンドタクシー
（概ね：半径４㎞程度）

下田
雲見

土肥

八木山

堂ヶ島

松崎
池代

西海岸線

バ
サ
ラ
線

雲見線

八木山線

池
代
線

バス：広域の主要な町とを結ぶ 事業者路線バス■
：町内の集落と町の中心を結ぶ 町自主運行バス■

周遊バス：ラストマイル
（町内半径２㎞程度）
の範囲を高頻度に走行

【運行のイメージ】
運行主体 町営バス（バス事業者へ委託）
運行頻度 30分間隔
運行日時 10時～16時（月・水・金）
運行経路 役場周辺
運行経費 ―

4-2. 自動運転サービスのイメージ（松崎町） 15

市町等による交通政策

交通事業者による運行

業務委託

自動運転技術

公共交通の維持
交通事業者による運行

業
務
委
託



4-3. 自動運転サービスのイメージ（掛川市） 16

NPO法人等による公共交通一覧（県内）

NPO法人等による運行（自動運転支援）

自動運転技術
ドライバー技術
の安全支援

町内会,社協,
まちづくり協議会

市町等による交通政策

業務委託

掛川市は
地域住民に
よる運送が
多い自治体

サービス提供
・車両開発
・３Ｄ地図作成
・走行システム

自動運転システム

運行管理補助
・トラブル支援
・安全運行管理支援

運行支援・管理

① 自動運転システムの有効活用
シルバー人材による高齢者の輸送サービスの構築
（レベル２自動運転は運転手人工が必要。
安全走行を実現するためのシステムとして活用。）

② NPO法人等主体による輸送サービス
バス・タクシー事業者の負担を軽減。
地域の交通課題を地域で解決

【メリット】

周遊バス：ラストマイル
（市内半径２㎞程度）の範囲
を高頻度に走行
【運行のイメージ】
市営バス（交通事業者へ委託）

交通事業者による運行

自動運転技術



4-4 国庫補助（Ｒ５） 17



4-5.県内での取組 （静岡市） 18

【実証内容】
● レベル２による走行
● 静岡市市民文化会館からの遠隔監視
● 運行期間：４月28日～５月10日

【特徴】
昨年度開館した静岡市歴史博物館と今年度の大河ドラマ「どう

する家康」のドラマ館(静岡浅間神社内)を繋ぐ観光目的の自動
運転バスをゴールデンウィーク期間中に運行



4-6.県内での取組 （富士市） 19

【実証内容】
● 閉鎖空間における自動運転のデモ走行
● レベル２による走行
● 運行期間：９月22日～23日

【特徴】
富士市中央公園の敷地内において市民への自動運転車の理

解促進のための実証実験を実施
将来的に新富士駅と富士駅を繋ぐルートでの実装を目指し、

今後実験を継続する予定



4-7.実装に向けた横展開の取組 20

・県内全市町に対し、自動運転の勉強会及び実装に向けた意見交換会を開催

【実施時期】
８月23日（予定）

【対象】
県内各市町

【勉強会】
県や静岡市の実施した実証実験の内容等を紹介

【意見交換会】
実装に対する手法の一例を他県事例等を踏まえ説明
各市町の抱える課題等をヒアリング（個別相談の実施も検討）

⇒ 自動運転の実装を検討する市町を拡大していく。



NPO団体
町内会,社協,
老人クラブ

（ドライバー,電話受付）

行政

車両の提供・関係調整

企業

運行管理システム

大学

自動運転システム

【春日井市石尾台地区の自動運転サービス】
NPOが運行する道路運送法
（自家用有償運送方式）による自動運転のサービス
（全国初）令和５年２月～

運行経費は燃料・車両経費のみ
残りはボランティア

参考例①）レベル２でNPO運行に自動運転サービス（春日井市） 21



地方創生交付金50％
町単独費用 50％
運送法に基づかない
無償町営バス

参考例②）レベル２で町が運行する自動運転バスサービス（茨城県境町） 22



運行開始：令和２年12月22日～（レベル２）
令和５年 5月28日～（レベル４）

運行経路：「永平寺参ろーど」約２ｋｍ
（自転車歩行者専用道）
※令和5年5月までは約６km

運行主体： 永平寺町（自家用有償旅客運送）
（まちづくり㈱ZENコネクトに委託）

利用料金： 大人１００円/回、子供５０円/回
運行形態：遠隔監視者1名が無人自動運転車両を

監視し運行

レベル２

レベル４

参考例③）レベル４で町が運行する自動運転サービス（福井県永平寺町） 23




